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７．構造形式の事例紹介

架構形式と慣用スパン
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輸送可能範囲について

（1）　トラック許可範囲（11t積トラック）

（2）　トラックうま積通行許可範囲（11t積トラック）

（3）　高床式セミトレーラー許可範囲（18t積高速トレーラー）

（4）　低床式セミトレーラー許可範囲（20t積低速トレーラー）

車両制限による通常の輸送可能範囲　（鉄骨工事技術指針より抜粋）
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建物内部の空間が大きくなると、内部の梁柱および小屋組そして筋かい等が減るため、
部材当たりの負担応力は大きくなりがちです。架構全体の応力の伝達方法に配慮した
架構計画が必要です。

接合部の仮定条件によって、応力条件が異なることにも注意
右図例

継手や接合部を多数介した場合、解析モデル通りの
応力の伝達が期待できないことがある。

接合部のズレ、剛性に注意

桁行柱梁接合部に面外耐力がない場合

妻面柱梁接合部の面外耐力がない場合
耐風梁または、水平トラスを設ける 耐風柱を設ける

アーチ等の単位骨組みとする

ＮＧ

ＮＧ
水平力

タイバーを設ける

耐風梁または、水平トラスを設ける

鉛直力

圧縮
ピン仮定 ローラー仮定

圧縮 圧縮

圧縮

引張引張

架構計画の注意点（１）
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平行トラス

トラス－１

トラス－２

棟部例　a

棟部例　ｂ

棟部例　ｃ 棟部例　ｄ

木部割裂注意

合掌尻

合掌尻

棟部

棟部

T：引張材 C：圧縮材

T：引張材 C：圧縮材

T：引張材 C：圧縮材

トラス架構では、斜材を圧縮材とし端部が
支圧（めり込み）で設計すると、接合部の納
まりが良い場合が多い。

トラス架構では、斜材を圧縮材で端部が支圧（めり込み）で
設計できる方が、都合が良い場合が多い。

慣例によるトラス組方をしようとすると現代では端あき、縁
あき、ボルト耐力が不足する場合が多く、したがって部材の
断面を慣例より大きくしなければならないことに注意

接合部の納まり上、軸心がずれることが多い
（二次応力に注意）
軸心がずれると、厳密には架構モデルと実物が
異なることを考慮して安全率の高い設計をする

支圧プレートを設けて、
引張力を受ける

j/L=1/10以上が好ましい
l/j=1.5程度が適当
引張部材には、鋼材を用いるなどして、接合部を
引き寄せる工夫が必要

架構計画の注意点（２）
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大梁端部接合部例（１）
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大梁端部接合部例（２）

柱梁接合部例（柱勝ち、梁勝ちについて）
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トラス等接合部例（１）合掌尻
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トラス接合部例（２）

割裂等の不具合を生じやすい例
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在来仕口以外には、スリット（溝）を加工し、
挿入鋼板とボルト、ドリフトピンによって接
合する方法が多い

②長期せん断応力が大きい場合
　せん断力－めり込み耐力
　軸力－木口支圧耐力
　短期逆方向力－ボルト耐力

①せん断力、短期吹上力－ボルト耐力
　軸力－木口支圧耐力

③さらに設計応力が大きい場合は、接合部が仮定条件（図はピン接合）に
なるよう接合金物を分類するなどの工夫が必要

その他　柱脚接合金物のバリエーション

軸力－木口支圧耐力
せん断力－添板めり込み耐力

厚鋼板組み合わせ

短期吹上力、横ズレ防止－添板ボルト耐力

軸力に対して直角なＲＣ面

軸力

軸力

軸力

せん断力せん断力

せん断力

挿入鋼板　基準厚9mm
挿入鋼板　基準厚9、12mm

柱脚接合金物例



－ 186 －

第
７
章

添板鋼板＋ラグボルトおよびせん断ダボを用いた
アーチの継手方法として、もっとも一般的に用いられる方法。
添板鋼板は厚さ12mm、ラグボルトはM20-L240
せん断ダボはφ50-L300(片側150づつ木口に埋込)の
仕様が多い

上図例の変形として、挿入鋼板＋ボルト、ドリフトピンを用いた例
他にも、いろいろなバリエーションがある

ラグボルト

添板鋼板

せん断ダボ

せん断ダボ

挿入鋼板

ボルト、ドリフトピン

継手木カバー

梁

モーメント接合の例（１）
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ＬＳＢ（ラグスクリューボルト）を用いた例

ＬＳＢは軸方向力を伝達できるよう開発された接合具で
これを活用したモーメント接合。柱脚のみならず、柱梁といった
部材同士が直交する部分でのモーメント接合が可能。

柱脚にＬＳＢ（ラグスクリューボルト）を用いた例（接合モデル）

柱梁接合部にＬＳＢ（ラグスクリューボルト）を用いた例（接合モデル）

柱

柱
梁

LSB ボルト

接合金物

LSB

梁

ドリフトピン
接合金物

柱

せん断ダボ

基礎 基礎

せん断ダボ

柱脚金物

アンカーボルト基礎

LSB

ボルト

柱

モーメント接合の例（２）
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モーメント接合の例（３）

ジベルを用いたモーメント接合

鋼板とボルト、ピンの組み合わせによるモーメント接合
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ラージフィンガーという大型の接着継手工法によるモーメント接合

挿入鋼板＋ボルト、ドリフトピンを用いた例
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挿入鋼板と支圧鋼板を組み合わせた例１

挿入鋼板と支圧鋼板を組み合わせた例２
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端あき、縁あき、ピッチは下図寸法以上とする（d：ボルト、ピン径）
（木質構造設計基準より引用）

e: 1.5d以上、主材厚/径＞6のとおき1.5dかつr/2以上
s: 3d（主材厚/径＝2)、3～5d（2＜主材厚/径＜6)
 5d(6＜主材厚/径）
注1: 中間角度は、角度に応じて図中の値の中間値をとる
注2: Timber Construction Manual より（出典ＮＤＳ）
注3: 靱性に富む構造とするためにも、主材厚/径は8以上がよい

加力方向
（木繊維に平行）

加力方向
（木繊維に平行）

加力方向
（木繊維に平行）

柱脚金物を埋め込み半固定した例

ボルト・ドリフトピンの配置
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架構形式とスパン

耐力壁　（壁量）

水平力を耐久力に負担させる架構形
式で比較的小規模な建物に通していま
す。モジュールの整理された平面計画
が重要になります。
２層・３層の場合は上下階の耐力壁
の位置関係に注意が必要です。

スパン　～15m

方杖構造

比較的高い開放性を実現できる架構
形式です。
水平力が作用した場合、方杖に大き
な力が作用するため接合部の設計に
注意が必要です。

１方向ラーメン

耐力壁に代えてモーメント接合を用
いる架構形式で、開放性の高いプラン
に対応可能な加工形式です。経済的な
架構計画には柱・梁の接合部分および
部材断面の合理性が重要です。
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トラス構造

中規模から大規模に適した架構形式と
いえます。
部材断面が比較的小さく出来る反面、
接合部に大きな力が作用するため、接
合部の設計を慎重に行なう必要がありま
す。

アーチ構造

中規模から大規模に適した架構形式と
いえます。
梁間方向はアーチで水平力に抵抗で
きるため、内部空間を大きく取る必要の
ある体育館や遊戯室に多く用いられてい
ます。

他構造との混合構造
　　　　　（混構造）
ＲＣ造やＳ造との混合構造も可能で
す。屋根のみを軽量な木造とするなど
合理的な架構が可能となります。
明瞭な構造分担・構造計画が重要に
なります。

スパン　～15m
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方杖構造

中規模から大規模に適した架構形
式といえます。
部材断面が比較的小さく出来る反
面、接合部に大きな力が作用するた
め、接合部の設計を慎重に行なう必
要があります。

アーチ構造

大きなスパンを構成できる架構形
式ですが、部材が大きくなるため、設
計時に輸送・仮設を考慮した構造計
画を進める必要があります。

トラス（混）構造

支承部の水平反力負担を小さくす
るには、トラス架構は有効な形式とい
えます。

スパン　15m～25m
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アーチ構造

アーチ構造を用いることで30mを
超える大スパンも可能です。アーチ
フレームは、分割運搬、組立仮設も
考慮した合理的な構造計画が重要に
なります。

トラス（混）構造

より大きなスパンを構成する場合
はトラス架構でも屋根架構のみとす
るのが一般的になります。トラス構
造は集成材の断面を小さくできるた
め木材量は少なく出来る反面、金物
費、加工費が多くかかる場合が多い
ので注意が必要です。

スパン　25m～
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